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サーモアイDＦ

サーモアイ DF サーモアイSi

防さび性はありません。むね、すみむねなど金属製役物が、さびている場
合は、発さび部とその周囲を十分にケレンし、下塗りに、「ニッペ１液ハ
イポンファインデクロ」塗装後、上塗りを塗装してください。



日本ペイントのフッ素技術を駆使することで、
長期にわたって高い耐久性を保持します。サーモアイDF

水性サーモアイウォールF
水性サーモアイウォールSi
ファインサーモアイウォールDF
ファインサーモアイウォールSi ▲住宅用化粧スレート屋根にクールライトグレーを塗装

※3） サーモアイDF・Si・UV・ヤネガードの標準仕様の場合
※4） 「サーモアイUV」はJIS K 5675規格品ではありませんが、グリーン調達の基準は満たしています（サーモアイヤネガードは除く）。
※5） 高日射反射率塗料における対象技術は、建物の屋根に塗付する技術となっており、サーモアイシリーズでは屋根用塗料において効果が実証されています（サーモアイ DFは除く）。

サーモアイUV：051-0969

▲鋼板屋根にクールホワイトを塗装

屋根用塗料で初！「サーモアイSi」が
環境ラベル「エコリーフ」認証を取得　
当社はお客様により質の高い環境情報の提
供を行うことを目的とし、すでにエネル
ギー節約や環境配慮商品として採用実績の
ある本製品で、複数の環境側面を対象とし
たタイプⅢ環境宣言（EPD）の認証を取得い
たしました。 本製品以外の製品においても
排出量も算定が可能となり、お客様のGHG 
排出量管理において大きく貢献いたします。
 

環境技術実証事業に
おいて効果を実証
環境技術実証事業とは、環境省の主導によ
り、環境保全効果等が有用な技術の普及促
進と、環境産業の活性化を目的として実施
されている事業であり、第三者機関による
客観的な評価によって、その効果が実証さ
れます。サーモアイ※5 は、この実証事業に
おいて、効果を実証されています。

グリーン購入法の特定調達品目を、
JIS K 5675屋根用高日射反射率塗料が取得。
平成 25 年 2 月 5 日「国等による環境物品
等の調達の指針に関する基本方針」の改定
に伴い、特定調達品目とその判断基準が見
直され JIS K 5675 が特定調達品目に選定
されました。「サーモアイDF」および「サー
モアイ Si」は JIS K5675 屋根用高日射反
射率塗料の規格認証品でグリーン調達の判
断基準を満たします。※4

【実証番号】
サーモアイSi：051-0968

サーモアイヤネガード：051-0970
JR-CJ-23001E
エコリーフ対象色：クールホワイト

3

日本ペイントのフッ素技術を駆使することで、
長期にわたって高い耐久性を保持します。サーモアイDF

水性サーモアイウォールF
水性サーモアイウォールSi
ファインサーモアイウォールDF
ファインサーモアイウォールSi ▲住宅用化粧スレート屋根にクールライトグレーを塗装

※3） サーモアイDF・Si・UV・ヤネガードの標準仕様の場合
※4） 「サーモアイUV」はJIS K 5675規格品ではありませんが、グリーン調達の基準は満たしています（サーモアイヤネガードは除く）。
※5） 高日射反射率塗料における対象技術は、建物の屋根に塗付する技術となっており、サーモアイシリーズでは屋根用塗料において効果が実証されています（サーモアイ DFは除く）。

サーモアイUV：051-0969

▲鋼板屋根にクールホワイトを塗装

屋根用塗料で初！「サーモアイSi」が
環境ラベル「エコリーフ」認証を取得　
当社はお客様により質の高い環境情報の提
供を行うことを目的とし、すでにエネル
ギー節約や環境配慮商品として採用実績の
ある本製品で、複数の環境側面を対象とし
たタイプⅢ環境宣言（EPD）の認証を取得い
たしました。 本製品以外の製品においても
排出量も算定が可能となり、お客様のGHG 
排出量管理において大きく貢献いたします。
 

環境技術実証事業に
おいて効果を実証
環境技術実証事業とは、環境省の主導によ
り、環境保全効果等が有用な技術の普及促
進と、環境産業の活性化を目的として実施
されている事業であり、第三者機関による
客観的な評価によって、その効果が実証さ
れます。サーモアイ※5 は、この実証事業に
おいて、効果を実証されています。

グリーン購入法の特定調達品目を、
JIS K 5675屋根用高日射反射率塗料が取得。
平成 25 年 2 月 5 日「国等による環境物品
等の調達の指針に関する基本方針」の改定
に伴い、特定調達品目とその判断基準が見
直され JIS K 5675 が特定調達品目に選定
されました。「サーモアイDF」および「サー
モアイ Si」は JIS K5675 屋根用高日射反
射率塗料の規格認証品でグリーン調達の判
断基準を満たします。※4

【実証番号】
サーモアイSi：051-0968

サーモアイヤネガード：051-0970
JR-CJ-23001E
エコリーフ対象色：クールホワイト

3



サーモアイDF
サーモアイSi
サーモアイUV
サーモアイヤネガード

サーモアイDF（クールホワイト）
サーモアイS i（クールホワイト）
サーモアイUV（クールホワイト）

サーモアイDF
サーモアイSi
サーモアイUV
サーモアイヤネガード

サーモアイDF（クールホワイト）
サーモアイS i（クールホワイト）
サーモアイUV（クールホワイト）



［ご注意］ 
★この色見本は、印刷再現のため、実際の仕上がりとは異なります。★反射率数値は、「JIS K 5602 塗膜の日射反射率の求め方」に準拠し、サーモアイプライマー／サーモアイDFにて全
波長域の日射反射率を実測。★日射反射率数値は、下地の状態や塗料種、塗装仕様、施工条件などによって多少の幅を生じる場合があります。★サーモアイUV・サーモアイヤネガード・
サーモアイ1液Siについては、上記の日射反射率値とは異なりますので、詳しくはお問合せください。★［塗料の採用条件を指定される場合のご注意］試験板により日射反射率を実測する場
合、測定試験機の機種による違い・試験体の微妙な膜厚の違いなどにより、日射反射率の測定値が本見本帳数値から数ポイント程度ずれる場合がありますので、試験板による日射反射率
の実測値によって材料や色相の採用条件を規定する場合には、測定値のずれを考慮し余裕をもった数値でご指定いただくようお願いいたします。 

サーモアイDＦ
JIS K 5675 2種 1級

２液弱溶剤フッ素樹脂屋根用
高日射反射率（遮熱）塗料
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